
 

 

Ⅴ 生活場面「楽しむ」 

 

１．めざすべき姿と現状の評価・課題 

 

 

 

 

 

＜現状の評価と課題＞ 

 

障がいのある人もない人も、生きがいやゆとりを持ち、生き生きとした生活を送るため

には、余暇活動など「楽しむ」ことが必要です。特に今後は、障がい者を取り巻く社会的

障壁を無くし、障がいのある人も、障がいのない人と同じようにどこででも楽しめる環境

整備が求められ、生活上不可欠な医療・福祉サービスのみならず、生活の質（ＱＯＬ）の

向上についても考えることが大切です。そのためには、障がい者が、旅行などのレクリエ

ーション活動を楽しみ、さまざまな趣味や豊かな感性を生かせる場を持つなど、潤いのあ

る生活を送ることができるようにしていくことが必要です。 

とりわけ、スポーツや芸術・文化の分野での障がい者の活躍は、障がいのある人にもな

い人にも、より幅広いさまざまな分野で活躍できる無限の可能性があることを改めて認識

させてくれました。2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機として、

「する」「みる」「ささえる」という観点から障がい者スポーツの促進を図っていくことが

必要です。併せて、よりハイレベルな舞台や、市場への挑戦なども目標としながら、障が

い者の文化芸術活動の促進を図っていくことが必要です。 

さらに、障がいのある人の活動を支援するボランティア等を充足し、障がいの有無に関

わらずさまざまな活動をともに行えるよう支援することも重要です。 

 

 

 

 

 

 

２．個別分野ごとの施策の方向性 

 

（１）余暇活動や社会参加に取り組む 

 

 ①余暇活動の充実と活動内容の拡大 

 

〇 障がいのある人が、旅行、観光、娯楽など、充実したレクリエーション活動を楽しめ

る環境を整備するため、障がい理解を促進し、さまざまな場面における合理的配慮の提

＜めざすべき姿＞ 

障がい者がより質の高い生活を楽しみ生き生きと活動している 

 

【今後の主な課題】 

〇障がい者の余暇活動や社会参加の充実・拡大 

〇スポーツ活動、芸術・文化活動の活性化 



 

 

供を広く呼び掛けるとともに、移動支援の充実や交通機関の円滑な利用、身体障がい者

補助犬の普及促進等、移動手段の確保に努めます。 

 

○ 障がいのある児童生徒が、休日や放課後、長期休暇を充実して過ごすことができ、保

護者も安心できる居場所の確保を図るため、放課後等デイサービスや日中一時支援事業

の活用、障がい児の移動支援事業の促進を市町村に働きかけます。また、保育所や放課

後児童クラブにおいて障がい児の受け入れが進むよう市町村の取組みを支援します。 

 

○ 情報の受け手としてだけではなく発信者として、ＩCＴを活用した情報発信・交流ツ

ールとなるパソコン利用を促進します。 

 

②障がいのある人と障がいのない人の交流、主体的な社会参加 

 

○ 障がいのある当事者同士の交流や仲間づくり、そのような機会の情報発信を通じて、

スポーツや文化・レクリエーション活動の機会を拡大します。 

 

○ 障がいのある人と障がいのない人が、スポーツを通じて交流し、ともに楽しむことな

どにより障がい者理解を促進します。 

 

③ボランティア活動の活性化 

 

○ 多くの府民がボランティア活動に積極的に参加することを通じて、レクリエーション

活動に対する支援の充実を図ります。 

 

○ ボランティアの活動場所の確保や環境整備、情報の提供などを通じて、ボランティア

活動が地域に定着できる取組みを行います。 

 

（２）スポーツ活動に取り組む 

 

○ 市町村との役割分担を踏まえ、府は広域的・専門的な立場から、府立障がい者交流促

進センター（ファインプラザ大阪）や府立稲スポーツセンターを運営し、今後の障がい

者スポーツを牽引していく選手の養成や、障がい者スポーツの支援や振興を担う人材の

養成・派遣を行うなど、競技力の向上と裾野拡大を図ります。併せて、障がい者スポー

ツ関係団体や関係機関などと連携し、身近な地域における取組みを支援していきます。 

 

【数値目標（平成 32年度）】 

 ・中級障がい者スポーツ指導員登録者数：300人 

 

○ 障がい者のスポーツ参加や競技スポーツとしての障がい者スポーツ促進のため、大阪

府障がい者スポーツ大会を開催するほか、全国障がい者スポーツ大会への選手団派遣を



 

 

行います。また、これらの大会に向けた強化練習等を支援します。 

 

〇 府立支援学校のほか、市町村、障がい者スポーツに関わるさまざまなスポーツ団体や

地域の障がい福祉サービス事業所等との連携や、これらへの支援を行うことにより、「い

つでも」「どこでも」「気軽に」障がい者スポーツを「する」「みる」ことのできる環境づ

くりを進めます。 

 

○ 企業やトップアスリート等と連携した障がい者スポーツの普及啓発や、より多くの府

民が障がい者スポーツを「ささえる」仕組みづくりを進めます。 

 

○ 府内のスポーツ施設において障がい者の利用が進むよう設置者の理解を深める広報・

啓発に努めます。 

 

（３）芸術・文化活動に取り組む 

 

〇 舞台芸術で活躍する障がい者の育成や、創造性豊かな絵画等の作品について「現代ア

ートとしての評価」や「市場へのチャレンジ」につなげる等、幅広く障がい者の文化芸

術活動を支援します。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～～大阪府障がい者スポーツ応援団長として～～ 

 

パラリンピックやデフリンピック等で、限界にチャレンジするトップアスリートの

パフォーマンスが、僕たちの胸を熱くします。そして、力を、勇気を与えてくれます。 

先日、大阪ゆかりの、そして、第一線で活躍する障がい者アスリートの皆さんとト

ークイベントをする機会がありました。そこで知ったのは、障がい者スポーツは、す

ごくお金がかかるということ。例えば、アーチェリーの道具であれば 60 万円以上、

手軽に行えると人気のボッチャ競技でも、初期投資に約 20万円かかると聞きました。 

アスリートの皆さんも、お金を確保するために、「２週間毎日 300 円で生活した」

「お金がなくて遠征に行けなかった」「毎日カレーを食べ続けた」など、日々、さまざ

まな努力をされているエピソードを伺いました。 

だから、僕はそこで約束しました。アスリートの皆さんを支える「クラウドファン

ディング」を大阪府と一緒に立ち上げ、僕自身もＳＮＳでＰＲを頑張ると！ 

これからも、ひっしのパッチで障がい者スポーツをＰＲするので、 

皆さん！よろしくお願いします！ 

 

 

大阪府障がい者スポーツ応援団長 関本賢太郎 

 

コラム 

 

 ～～大阪府障がい者芸術・文化大使として～～  

 

障がいのある方の作品をみて、いつも思うことは、「アートの世界には障がいはな

い！」ということです。本当に細かい作業を丹念に丹念に、何百日、何千時間と積み

重ねないと、到底描くことのできない数々の作品をみて、僕はいつも、ただただ、圧

倒されます。そして、感動するんです。 

僕も芸人として、そして絵をかく人間の一人として、この感動を一人でも多くの人

たちと共有したいと思っています。 

これからも大阪府障がい者芸術・文化活動を盛り上げていきます！ 

 

  

大阪府障がい者芸術・文化大使 たいぞう 

 

コラム 



 

 

３．具体的な取組みと目標 

 

具体的な取組み 目標 
（１）余暇活動や社会参加に取り組む ①余暇活動の充実と活動内容の拡大 

〇日中一時支援事業の充実（地域生活支援課） 

障がい者等の日中における活動の場を確保し、障がい者等の家族の就労支援及び障がい

者等を日常的に介護している家族の一時的な休息を図るため、既存の施設を効率的・効果的

に活用し、積極的に事業実施できるよう、市町村とともに取り組みます。 

 

 

〇保育所・放課後児童クラブの運営の充実（子育て支援課） 

保育所や放課後児童クラブにおいて障がい児の受入れがより進むよう市町村の取組みを支

援します。 

放課後児童クラブについては、補助制度を活用し、支援学校小学部児童を含む障がい児の

利用を促進します。 

 

 

〇長期休業期間等の活動の充実と施設開放の推進（地域教育振興課、支援教育課、地域生

活支援課） 

支援学校において、児童生徒の豊かな人間性を育むため、夏季休業をはじめとする長期休

業期間等における課外活動の充実に努めます。 

また、夏季休業をはじめとする長期休業期間等における取組みを地域やボランティアの支援

を得ながら進めます。 

さらに、放課後等デイサービスや日中一時支援事業、移動支援事業等の活用を図れるよう

市町村とともに取り組みます。 

 

 

○大阪府 IT ステーションを拠点とした取組み（自立支援課） 

市町村等が実施する初級クラスまでの基礎的な IT 講習会について、必要に応じて、大阪府

が養成した ITサポーターを派遣し、市町村での開催を支援します。さらに、移動が困難で、かつ

最新の支援機器を利用することにより、意思疎通が可能となる重度の障がい児者に対して、IT

サポーターを派遣し、ＩＴ機器利用を促進することにより、意思疎通と就労準備性の向上を支援

します。 

 

 

（１）余暇活動や社会参加に取り組む ②障がいのある人とない人の交流、主体的な社会参加 

〇スポーツ・レクリエーション、芸術・文化活動の促進（自立支援課） 

障がい者理解の促進を図る観点から、以下の取組みを進めます。 

・国際障害者交流センター（ビッグ・アイ）と連携した幅広い障がい者の文化芸術活動の支援、

大阪府障がい者スポーツ大会の開催・全国障がい者スポーツ大会への選手団の派遣等 

・障がい者スポーツの支援や振興を担う人材の養成や派遣のほか、府立支援学校や、市町

村、障がい者スポーツに関わるさまざまなスポーツ団体や地域の障がい福祉サービス事業所

等との連携等 

・府立障がい者交流促進センター・府立稲スポーツセンターの運営等 

・企業やトップアスリート等と連携した障がい者スポーツの普及啓発のほか、より多くの府民が

障がい者スポーツを「ささえる」仕組みづくり 

・府内のスポーツ施設において障がい者の利用が進むよう設置者の理解を深める広報・啓発 

 

 

（１）余暇活動や社会参加に取り組む ③ボランティア活動を活性化する 

〇ボランティア活動の振興（男女参画・府民協働課） 

ボランティア活動に、多くの府民の参加や支援が得られる環境を整えるため、ボランティア情

報の提供やボランティアコーディネーターの養成等を支援し、府民だれもが気軽にボランティア

活動に参加できる条件づくりを進めます。 

大阪府社会福祉協議会が設置する大阪府ボランティア・市民活動センターが実施する事業

への支援やボランティア情報の提供を通じて、ボランティア活動を行う府民の増加を図ります。 

 

 

〇福祉農園等の活用とボランティア、ボランティアリーダーの支援（農政室推進課） 

障がい者施設の花壇作りや、畑づくりを支援するため、農産園芸福祉に取り組む障がい者施

設等の関係者の相談・要請に対応し、技術的なアドバイス・支援及びボランティアリーダー、ボ

ランティアに対する技術的アドバイスを行います。 

また、障がい者施設での花苗づくりを支援し、園内花壇植栽用の花苗として使用するなど施

設と連携した花づくり活動を進めます。 

目標値 

花壇づくりなどの講習会の

実施 年３回程度 



 

 

（２）スポーツ活動に取り組む 

〇大阪府立障がい者交流促進センターの運営（自立支援課） 

大阪府における障がい者スポーツ（特に競技スポーツ）の広域的中核拠点として、府立支援

学校や、障がい者スポーツに関わるさまざまなスポーツ団体や地域の障がい福祉サービス事

業所等との連携・支援のほか、広域的な大会の開催・支援など、競技性の向上に資するプログ

ラムを実施します。 

 

 

〇大阪府立稲スポーツセンターの運営等（自立支援課） 

障がい者の社会参加の促進を図るため、障がい者のスポーツ及び文化・レクリエーション活

動を支援します。加えて、府立施設として求められる施設機能のあり方等を検討し、平成３１年

度末までに結論を得ます。 

 

 

〇障がい者スポーツ指導者の養成事業等（自立支援課） 

障がい者スポーツの支援や振興を図るため、中級障がい者スポーツ指導員などの人材を養

成し、府立支援学校や障がい者スポーツに関わるさまざまなスポーツ団体などへ派遣します。

また、障がい者が地域でスポーツ活動により多く取り組めるよう、身近な地域における活動機会

や場所の情報提供の充実に努めます。 

 

目標値（平成３２年度） 

中級障がい者スポーツ指導

員登録者数：３００人 

〇大阪府障がい者スポーツ大会の開催・全国障がい者スポーツ大会への選手団の派遣等（自

立支援課） 

障がい者スポーツの競技性や障がい者一人ひとりの競技力の向上と裾野拡大を図るため、

競技スポーツの祭典である大阪府障がい者スポーツ大会を開催するほか、大阪府障がい者ス

ポーツ大会の成績優秀者等について、強化練習等の支援を行うとともに、全国障がい者スポー

ツ大会に大阪府選手団として派遣します。 

また、上記大会以外の各種競技会との連携や参加者支援等を行います。 

 

目標値（平成３２年度） 

大阪府障がい者スポーツ大

会参加者 １，０００人以上 

〇スポーツに親しむ機会の提供（自立支援課） 

大阪府障がい者スポーツ大会など障がい者スポーツのＰＲを大阪府障がい者スポーツ応援

団長を活用して行うほか、これら大会等の観戦やパラリンピアン等のトップ障がい者アスリート

の招聘等、スポーツに親しむ機会の提供に努めます。 

 

 

（３）芸術・文化活動に取り組む 

〇芸術・文化活動への支援と自己実現機会の提供（自立支援課） 

国の障がい者文化芸術の拠点施設である国際障害者交流センター（ビッグ・アイ）と連携し、

舞台芸術で活躍する障がい者の育成等を行うほか、障がい者の創造性豊かな絵画等の作品

について、「現代アートとしての評価」や「市場へのチャレンジ」につなげる等、幅広く障がい者の

文化芸術活動を支援します。 

 

 

 
 


